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      デ ュ ー イ の学 校 教 育 に お け る仕 事 論 に つ い て の考 察





め込み型の従来の 「応試教育」か ら、能力養成を重視する 「素質教育」への転換を目指 して、
教育改革が実施されてきた。そ して現在では、この教育改革は中国全土に渡って実施されて
いる。
 しかし、この教育改革 は、教育政策 ・教育理論 ・教育実践に固有の論理を徹底的に究明す
ることから実現 されているのではな く、経済や政治か らの要請に直接に応 じるものである。
教育自体から 「素質教育」を可能とする根拠は何かということが明 らかにされていないし、
それを実行する方法も明確にされていないままである。 「素質教育」 は、能力の養成 と学習
の方法の重要性を強調 しているが、一体、能力とは何か、どのような方法で能力を育成する
ことができるのかということにっいてはいまだ明らかではない。
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方法は 「素質教育」を実行する上で解決 しなければならない課題である。このことを明 らか
にしなければ 「素質教育」は空洞化したものとなるだろう。
 アメ リカの20世 紀最大 の哲学者 ・教育学者 の一人であ るジョン ・デューイ(John
















あった。子どもは日常生活における実際の仕事を通 して、生活 に必要な知識や技能を習得 し、
社会生活に欠かせない秩序や勤勉や習慣や責任の観念、および社会で何事かをなし何物かを
生産す る義務の観念、などを身にっけたのである。
 また、子どもが生産活動のなかで、 自然に直接に触れること、実際の材料を取 り扱 うこと、
それらのものを操作する実地の過程に触れることなどから得 られる習熟や、それらのものの
社会的な必要性や用途にっいての知識が、教育の目的からみて重要な意義をもっていたので
ある。 これらすべてにおいて、観察 ・創意工夫 ・構成的想像 ・論理的思考、そしてまた実地
実物にじかに接触す ることによって得 られる現実感などが、不断に訓練 されていたのであ
る(2)。
 産業革命以前の社会においては、家庭や近隣における日常の諸仕事が、道徳的側面におい
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革命を中心とする社会の変化によって、家庭が教育機能を失 ったが、 もう一方では、社会 の


















 「すべての教育 は個人が人類の社会的意識 に参加す ることによって行われる。この過程は
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無意図的にほとんど誕生か ら始まり、 しかも絶えず個人の力を形作 り彼の意識に浸透 し、そ
の習慣を形成 し彼の諸観念を訓練 し、また彼の感情と情緒を喚起する。 この無意図的な教育











(the ultimate problem of all education)は 心理学的要因(the psychological factor)と
社会的要因(the social factor)と を調和的に働かせ ることである(7)と主張 している。 この
「心理学的要因」と 「社会的要因」の具体的な意味は何であろうか。『大学附属小学校の組織
の計画』(1895年)に おいて、デューイは次のように解釈 している。





 同じところで、 これに続き、デ1 イは心理学的要因と社会的要因とを調和的に働かせる
ことは、子 どもは社会的な諸 目的を実現するような仕方において彼 自身を表現することがで
きるということを要求する(9)と述べている。すなわち、子 どもは社会的な諸目的が決定する
方向に向かって、自身を表現するのである。なぜ、子 どもが自身を表現するかというならば、
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 「すでに述べたように、 問題は、心理学的要因と社会的要因とを調和的に働かせることで







な社会的諸材料(the fundamental social materials)一 住居(木 工)、 衣服(裁 縫)、 食べ
物(料 理)一 を取 り扱 う子 どもの表現的な諸活動(the child's expressive activities(12))J


















 この引用からわかるように、仕事の意義は、活動 における手段と帰結 との関連を認識する









縫 は、社会生活のなかで営まれるある形態の作業を再現 し、人間の基本的な関心事を再現 し
ているものであるか ら、それ らを通 して子 どもは自然に 「社会的協力と社会的生活の精
神(16)」を獲得することがで きるのである。子どもは共同体生活のなかでさまざまな訓練を
受けることになる。
 仕事は以上の意義をもつだけでない。仕事を通して子どもの 「社会的協力 と社会的生活の
精神」が育成されているが、同時にそこでは彼の個性 も形成 されている。なぜなら、教育は
社会の目的を実現する過程のなかで自分自身を実現することであるか らである。『哲学の改
造』 において、 デューイはこう述べている。 「社会的、道徳的意味での個性(individuali-
ty)は 、作 られるべきなにかである。 それは、創意、工夫、豊かな発想、信念と行為にお
いて責任があることを意味する(17)。」 ここからも明らかなように、 デューイの言 う個性 とは
生まれっきの特異性といったことでなく、社会において形成 される社会的 ・道徳的責任主体
のことである。 このような個性は民主主義社会においては欠かせないものなのである。
 デューイは、 これらの教育的意義がある仕事を個別的な学科 と考えるのではなく、生活お
よび学習の方法(18)として考えている。これらの仕事は 「経験の諸様式(19)」(modes of expe-
rience)を 提供す るのである。
【経験としての仕事】
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体、方法 と対象 の組 み合わせではな くて、非常に多様 な(文 字通 り数 において無数の)エ ネ
ルギーの単一 の連続 的相 互作 用(asingle continuous interaction(20))」 であ る。 このよ う
な動 く統一体 であ る経験 の理論 を もとに、 デューイは従来 のさまざまな二元論 に反対 す るの
であ る。
 あ らゆ る経験 は相互作 用であ るわけだが、 その柑互作用 は有機体 とその環境 との間で、 互
いに依存 し合い互 い に影響 し合 う一っ の過程 である。相互作用 とは運動 している過程 であ る
か ら、有機 体 とその環境 とは一元 的な統～体 である。 したが って、有機体 の環境 は周囲 にあ
るもの という意 味 に止 ま らず、一層広 い範 囲でその意 味が とらえ られていることが可能で あ
る。デ1_イ は 『民主主義 と教育』 において、次のよ うに述 べてい る。環境 とはある生物 に
特有の活動 を助 長 した り、妨害 した り、刺激 した り、抑制 した りす る条件 か ら成 り立 って い
る(21)。さ らに 『経験 と教 育』 において も環境 について次の ように言 う。 環境 とは 「経験 を
つ くるため に、個人 の要求、欲望、 目的および能力 と相互作 用す る条件(22)」であ る。
 これ らの引用か ら明 らかなように、 いわゆる環境 は実体 として固定 した もので はな く、有
機体が相互作用す る諸条件 のことである。 それは 「経験 を引き起 こす源㈱ 」 である。 経験
を構成す る有機 体 は、能動的 ・積極的 に環境 と相互作 用す るのだか ら、変化 しつっあ る有機
体 に伴 って、環 境 も変 わる。
 子 どもの必要 と目的 に基づ いて身体 を使 って材料 を取 り扱い、何 かをっ くるという活動的
仕事 は経験で ある。 しか し、活動的仕事 は単 に経験 の一っであ るだけでな く、教育的 にす ぐ
れた経験を可能 にす るのである。それは、活動的仕事 が思考を生起 させる ことによって思考
の方法 を学習 させ るか らである。次 に思考 とは何かを明 らか にしっっ、仕事 と思考 との関係
について述べ るこ とに しよ う。
3 経験 と して の思考
【一つの過程としての反省的思考】
 まず、思考 とは何 かを明 らか に しよ う。 デューイ によると、思考 とは 「われわれが なす こ
とと、生ず る結果 との間の、特定の関連 を発見 して、両者が連続的にな るよ うにす る意図 的
な努力⑳ 」 であ る。 また、 思考 は事物の間 の関連 を発見 する ことだけで はな く、 思考 は学
習の方法 で もある。 デ ューイはこれ について次のよ うに述べてい る。
 「思考 は知的な学習 の方法(the method of intelligent learning)そ の ものであ り、精 神
を使 い、 またそのお返 しとして、 精神 のためにもな る学習の方 法(the method of learn一
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ing)で ある。 … …方法 に関 して心 に留 めてお くべ き最 も重 要な ことは、 思考 そのものが、
方法で あるとい うこと、知 的経験 がその経過 において辿 る方法 なのであ る(25)。」
 デ ューイの学習 とは 「思考 す ることの学習」(Leaning is learning to think(26))で ある
ので、われわれは、学 習 とは学 習の方法その ものを学習す るこ とである とい う結論を出す こ
とがで きるであろ う。
 思考 その ものを、学 習す ることはできないが、 いかに思考す るか とい う思考 の方法を学習
す ることはで きる。 デ ューイによれば、 よい思考 の方法は、 反省 的思考(reflective think-
ing)と 呼 ばれ るものであ る。
 探究 としての反省的思考 は 「第一に、思考がそこか ら生 じる一 っの、疑 い、 ため らい、困
惑 を含 むとと もに、第二 に、 その疑いを解明 し、困惑 を決着 させ処 理 してい く材料を見出す
ための探索 し、追求 し、探究 す る行為を含 むのであ る(27)。」 したが って、反 省的思考 とは問
題 を見っ けて、 その問題 を解決す ることを目指 し、事物の間の関係 を明確にす る探究 の過程
(aprocess of inquiry(28))で ある。 デ ューイによれば、 この探究 の過程 と しての反省的思
考 は次 の五 っの相 に分 けることが できる。すなわち、1.暗 示、2.知 的整 理、3.指 導的
観念、4.推 理作用、5.行 動 による仮設 の検証 である(29)。詳 し く説明 しよ う。
 まず、思 考 はなん らか の困難 に対処す る必要 か ら生 じる。困難 は思考 の刺 激 である(暗
示)。 しか も、 その次 には、 結果 を予想す ることになる。 つ ま り、 思考す る ことは、計画す
ることにな り、 到達すべ き成 果を心のなかで考案す ることになる(知 的整理)。 そ してこの
仮説を完成 す るためには、現存 の状況を注意深 く精査 し、仮説が含 む意味を展開 しなけれ ば
な らない(指 導 的観念)。 さ らに、 解決策 を示す ことが必要 とな り、 その段階 に用い る手段
と、 その連続的 な手順が決定 され ることになる(推 理作用)。 それ に従 って行動す ることに
よ って思考が試 されなければな らない。予想 どおり行 けば、妥 当な もの として認 められる。
そ うでな ければ、修正 され た り、別 の試行 がなされた りす る(行 動 による仮設 の検証で あ
る)。
 これ らの五つの相 か ら明 らかな ように、 反省的思考 とは疑問的状況 (doubtful situa-
tion)か ら決定的状況(settled situation)へ と移行す る過程 で ある(30)。
【反省的思考をうながす仕事】
 思考 と仕事 との関係 にっ いて明 らかに しよう。思考の方法 を学 習す るためには、思考の材
料 は欠 かせ ない。 デューイによれ ば、思考の材料 は思考 ではな く、行動 や事実 や事件や事物
の関係(31)である。 換言 すれば、 思考 にとって事物の関係を表す状況 が必要 なのである。 そ
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のような状況とは、何か新 しい(不 確かな、あるいは、問題的な)も のを提供 し、現存する
習慣と十分に関連 していて、効果的な反応を呼び起こすようなものを示唆するものでなけれ
ばならないということである。そして、効果的な反応 とは、全 くでまかせの活動とは違って、
ある知覚 しうる結果を成 し遂げる反応を意味するのである(32)。このような状況 は、具体的
な生活の中において求め られなければならない。活動的仕事は、思考の方法を学習するのに
よい状況を提供するのである。デューイはこのことについて次のように考えている。














次的な ことである。私 たちは、よく知識の記録その ものを知識であると考えがちだが、
デューイにおいて、 知識は 「探究の結果であり、 さらに進んだ探究の手段(34)」である。 っ
まり、知識は思考の結果であるだけでなく、未知のものを探究する手段で もある。
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【経験から学ぶ】
 経験から学ぶということは、私たちが事物に対 してなしたことと、結果 として私たちが事
物か ら受 けて楽 しんだり苦 しんだりしたこととの間の前後の関連をつけることである〔36)。
すなわち、有機体 とその環境 との相互作用を探究 し、その関係 を認識す ることである。
デューイは経験という概念をキーワー ドとして教育を定義 している。有名なデューイの教育
の定義(『 民主主義 と教育』)に したがえば、教育 とは、経験の意味を増加 させ、その後の経
験の進路を方向づける能力を高めるように、経験を再構成ない し再組織することである。す
なわち、教育的経験は連続的でなければならない。デューイは、これにっいて、1.経 験の
意味の増加、2.そ の後の経験の進路を方向づける能力の増大㈹ という二っの面か ら論議
している。一章のところで教育の究極の目的は社会的要因と心理的要因との調和であること
を示 したが、デューイはそのことを 「経験」という概念で もって再定義 したのがこの定義で
ある。
 第一 に、意味の増加について、まず私たちの活動は衝動的な形で始まる。その意味で、最














目的を実行に移す手段を選択 し秩序を立てる能力(91)」を指す。 教育的経験 は、 事物の関連
を認知する能力を高めるばかりでなく、上に述べたような能力も高めるのである。デューイ
によれば、能力とは 「それに課せられた用途に関連することによ ってのみ、一っの実際の





性 とをもっす ぐれた経験である。このような教育的な経験 は 「教育的な経験の方法」(the







デューイは、成長(growth)は 知性(intelligence)の はた らきによって、克服 されるべき
困難にぶっかることにある(44)と述べている。思考を引き起 こす問題状況を克服することに















  68  臨床教育人間学 第3号(200D
る。この学習観は能力育成を目指す中国の教育改革にとって、 とて も意義あるものと思 う。
中国でなされてきた教え込む方法ではこのような能力育成を実現することはできない。それ
を達成するために、能力育成に必要な問題解決のための環境を与えなければならない。
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